
視聴前にアプリ「Zoom」のご準備を

オンライン医学講座の視聴には、
事前に無料アプリのインストール
が必要です。

※Wi-Fiでのご視聴を推奨しております。

視聴に関するご不明点は
お気軽に当院へお電話ください。

茅ケ崎新北陵病院
☎0467-53-4111（代表）
茅ヶ崎市行谷583ｰ１

お問合せ

　寒さが厳しく、さらに乾燥する今の時季。
肌の悩みが尽きない方は、多いのではない
でしょうか。未然に「お肌のトラブル」を防ぐ
方法や、お手入れの仕方などを紹介します。
当院の「オンライン医学講座」は、ご自宅で
視聴できるので、お気軽にご参加ください。

冬に多いお肌のトラブル！～乾燥肌と皮脂欠乏性湿疹とは？～

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

２月28日（月）14：00～15：00日 時

講 師
茅ケ崎新北陵病院
           　 皮膚科 　林 良恵 医師

インターネット環境〈Wi-Fi推奨〉が必要です

  無料アプリ「Zoom」を使って
  ご視聴いただく講座です。

無料アプリ「Zoom」の
インストールの方法など、
ご不明点は左記電話番号へ
お問合せください。

茅ケ崎中央病院
☎0467-86-6530（代表）
茅ヶ崎市茅ヶ崎２ｰ２ｰ３

お問合せ

　「てんかん」とは、慢性の脳の病気です。
大脳の神経細胞が過剰に興奮して、突
然、発作を生じます。小児と高齢者に多く、
最近では、認知症の原因が、てんかんであ
る場合が報告されています。脳の病気「て
んかん」を解説します。

「発作」は専門診断で適切な治療を！！～てんかんのお話～

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

２月14日（月）14：00から日 時

講 師
茅ケ崎中央病院
      脳神経外科 部長 　杉山 誠 医師

特別優待など
各種サービスが
受けられます

検索ふれあい健康友の会

健康友の会

入会 年会費 無料

　

茅
ヶ
崎
市
内
の
ほ
か
、
藤
沢
や
寒
川
方
面
か
ら

も
通
院
可
能
な
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
の
中
谷
速
男

院
長
に
、「
心
不
全
」
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

療
で
き
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
重
篤
な
場
合
は
、
入
院
治
療

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
心
不
全
は
、
単
に
薬

を
飲
む
だ
け
で
は
、
十
分
な
治
療

効
果
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
、
塩

分
制
限
や
体
重
測
定
な
ど
の
管
理

が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
で
す
か
ら
、
内
服
治
療
の
ほ

か
、
塩
分
や
水
分
の
制
限
も
基
本

に
な
り
ま
す
。

　
Ｑ
．心
不
全
の
検
査
や
治
療
は
、

ど
こ
で
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

　

Ａ
．
当
院
（
茅
ケ
崎
新
北
陵
病

院
）
で
は
、
基
本
的
検
査
で
あ
る

〈
胸
部
Ｘ
線
検
査
〉〈
心
電
図
検
査
〉

〈
血
液
・
尿
・
心
エ
コ
ー
検
査
〉〈
ホ

ル
タ
ー
心
電
図
検
査
〉
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

心
不
全
の
治
療
に
関
し
て
、
当

　

安
静
時
に
も
息
切
れ
が
し
て
、

横
に
な
る
と
呼
吸
苦
が
強
く
な
っ

た
り
、
冷
や
汗
を
と
も
な
う
程
の

息
苦
し
さ
が
あ
る
場
合
は
、
重
症

化
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、120
回
以
上
の
脈
拍
数
は
、

不
整
脈
も
疑
わ
れ
る
状
態
で
す
。

　

心
不
全
は
繰
り
返
す
こ
と
が
あ

り
、
か
つ
て
心
不
全
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
人
を
含
め
て
、
日
頃
か

ら
、
体
重
・
血
圧
・
脈
拍
を
測
定

し
、
体
重
増
加
や
下
肢
の
む
く
み

が
続
く
よ
う
な
ら
、
早
め
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

院
に
は
、
長
い
キ
ャ
リ
ア
を
も
つ

医
師
が
お
り
ま
す
の
で
、
検
査
や

診
察
、
日
常
管
理
は
、
ぜ
ひ
当
院

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
取
材
協
力

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院

茅
ヶ
崎
市
行
谷
５
８
３
の
１

☎
０
４
６
７・５
３・４
１
１
１

同
院
へ
は
、
茅
ケ
崎
駅
北
口
や
湘

南
台
駅
西
口
か
ら
「
文
教
大
学
」

行
き
の
路
線
バ
ス
、
ま
た
は
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
ご
利
用
を
。

が
減
少
し
、
尿
量
が
減
り
、
肺
や

足
に
む
く
み
が
生
じ
ま
す
。
そ
し

て
、
余
分
な
水
分
を
体
内
に
溜
め

て
し
ま
う
の
で
、体
重
は
増
加
し
、

息
切
れ
や
肺
の
む
く
み
で
呼
吸
困

難
が
起
こ
り
ま
す
。

不
整
脈
の
発
症
も

　

心
不
全
の
初
期
症
状
は
、
階
段

や
坂
道
で
の
息
切
れ
、
咳
、
食
欲

低
下
、
む
く
み
の
悪
化
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
を
抱
え
て

い
る
人
は
、
す
ぐ
に
病
院
で
診
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
Ｑ
．
心
不
全
の
患
者
数
が
増
え

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
患
者

さ
ん
の
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
最
近
の
心
不
全
患
者
さ
ま

は
、
お
年
を
召
し
た
方
が
多
く
、

急
増
し
て
い
る
患
者
数
の
背
景
に

は
、
日
本
の
高
齢
化
が
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
Ｑ
．
心
不
全
で
は
、
ど
の
よ
う

な
治
療
が
行
な
わ
れ
ま
す
か
？ 

　

Ａ
．
内
服
治
療
が
行
な
わ
れ
、

一
般
的
に
は
、
複
数
の
循
環
器
系

薬
剤
が
処
方
さ
れ
ま
す
。
初
期
の

心
不
全
は
、
外
来
（
通
院
）
で
治

　

心
臓
の
血
液
を
送
り
出
す
機
能

が
、
十
分
に
働
か
な
く
な
っ
た
状

態
が
、「
心
不
全
」
で
す
。

　

心
不
全
で
は
、
腎
臓
へ
の
血
流

心
臓
の
働
き

時間の経過

増悪
増悪

増悪

（公財）日本心臓財団の資料をもとに作成

茅ケ崎新北陵病院
内科

中谷 速男 院長

心
不
全
に
お
け
る
心
機
能
の
イ
メ
ー
ジ

繰
り
返
す
「
心
不
全
」

体
重
増
加
・む
く
み
の
時
点
で
す
ぐ
に
受
診
を

初
期
な
ら
通
院
治
療
、重
症
化
は
入
院
に

　
　

 

心
不
全
の
検
査
と
日
常
管
理
に
つ
い
て

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
　
中
谷
速
男 

院
長

地元病院の
 院長が解説！

茅ケ崎中央病院
脳神経外科 部長
杉山 誠 医師

り
ま
す
。

　

軽
症
と
思
わ
れ
が
ち
な
脳
の
う
し
ん
と
う

震
盪

で
も
、
受
傷
後
は
十
分
な
休
養
期

間
が
大
切
で
あ
り
、
時
に
頭
痛
や

め
ま
い
が
続
い
て
復
学
・
復
職
が

困
難
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

頭
部
を
打
撲
し
た
直
後
か
ら
頭

痛
、
嘔
吐
、
意
識
障
害
が
生
じ
る

場
合
は
、
緊
急
性
を
要
し
、
救
急

車
を
要
請
し
て
、
脳
神
経
外
科
専

門
医
が
い
る
病
院
へ
の
搬
送
が
必

要
で
す
。
若
年
者
の
ス
ポ
ー
ツ
外

傷
、
交
通
事
故
、
高
齢
者
の
転
倒

転
落
外
傷
な
ど
、
頭
部
外
傷
の
原

因
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
軽

症
と
思
わ
れ
て
も
、
頭
蓋
内
変
化

を
心
配
し
、
受
診
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
で
は
、
24
時

間
、
頭
部
Ｃ
Ｔ
検
査
の
実
施
が
可

能
で
あ
り
、
脳
神
経
外
科
専
門
医

に
よ
る
判
断
と
、
早
急
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
」。

同
院
☎
０
４
６
７・８
６・６
５
３
０

　

さ
ら
に
頭
部
外
傷
は
、
先
進
国

の
若
年
層
に
お
け
る
死
亡
・
後
遺

症
罹
患
の
原
因
の
第
一
位
と
い
う

こ
と
も
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
」

頭
部
外
傷
は
必
ず
受
診
を

　
「
頭
部
外
傷
の
最
優
先
検
査
は
、

短
時
間
で
頭
蓋
内
出
血
、
頭
蓋
骨

骨
折
を
判
断
で
き
る
頭
部
Ｃ
Ｔ
検

査
で
す
。
そ
の
後
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

で
詳
細
に
調
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
大
き
な
頭
蓋
内
出
血
や
、
脳

浮
腫
（
脳
の
む
く
み
）
が
生
じ
る

こ
と
で
頭
蓋
内
圧
が
上
昇
す
る

と
、
死
亡
す
る
可
能
性
が
高
く
な

と
、
か
つ
て
は
若
年
者
と
高
齢
者

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
近
年
、

若
年
者
層
の
減
少
と
高
齢
者
層
の

著
明
な
増
加
を
反
映
し
、
高
齢
者

だ
け
多
さ
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

受
傷
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
、

以
前
は
交
通
事
故
が
最
多
で
し
た

が
、
現
在
は
転
倒
・
転
落
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
頭
部
外
傷
に
よ
っ

て
、
高
次
脳
機
能
障
害
を
含
む
後

遺
症
を
有
す
る
者
は
、
死
亡
者
の

100
倍
以
上
に
の
ぼ
る
と
予
測
さ
れ

て
お
り
、
記
憶
障
害
な
ど
の
症
状

を
抱
え
な
が
ら
、
日
常
生
活
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
杉
山
医
師
）「
わ
が
国
に
お
け
る

死
亡
者
数
は
、厚
労
省
の
『
人
口

動
態
統
計
』
で
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
外
傷
に
よ
る
年
間
死
亡
者

数
は
２
万
人
を
超
え
、
頭
部
外
傷

は
そ
の
約
半
数
に
及
び
ま
す
。
重

症
頭
部
外
傷
は
全
頭
部
外
傷
の
約

76
％
を
占
め
、頭
部
外
傷
は
下
肢

の
外
傷
に
次
い
で
多
い
頻
度
で
す
。

　

年
齢
別
に
発
生
頻
度
を
み
る

　

一
般
外
来
や
入
院
だ
け
で
な
く
、
救
急
外
来
や
手
術
、
精
密
検
査
の
ほ
か
、
救

急
搬
送
も
受
け
入
れ
て
い
る
「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」。
脳
神
経
外
科
部
長
の
杉
山

誠
医
師
＝
２
月
14
日
㈪
に
医
学
講
座
を
開
催
＝
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

け
が
や
病
気
に
よ
っ
て
、脳
が
損

傷
さ
れ
、知
的
な
機
能
に
障
害
が

出
て
、日
常
生
活
や
社
会
生
活
に

支
障
を
き
た
す
状
態
の
こ
と
。

頭部を強打し
頭蓋内に出血が
起きている

急性硬膜下血腫

実際のCT画像

➡

頭部外傷
での
死亡者

交通事故
約６０％

「交通事故総合分析センター」「精密工学会誌」ほか参照

は
、「
く
も
膜
下
出
血
」「
脳
挫
傷
」

「
急
性
硬
膜
外
血
腫
」「
脳
室
内
出

血
」「
急
性
硬
膜
下
血
腫
」
な
ど

が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
急
性
期
治
療

後
も
、
後
遺
症
と
し
て
＊
高
次
脳

機
能
障
害
を
抱
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

頭
部
の
け
が
は
事
故
が
多
い

　

頭
部
外
傷
は
、
交
通
事
故
、
転

落
、
転
倒
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
中
に
起
き
る

事
故
、
暴
行
、
幼
児
虐
待
な
ど
が
、

主
な
原
因
で
す
。
そ
の
中
で
も
、

約
半
数
近
く
を
占
め
る
の
は
「
交

通
事
故
」
で
す
。

　

そ
し
て
、
頭
部
外
傷
に
よ
っ
て

死
亡
し
た
人
の
外
傷
原
因
で
も
、

「
交
通
事
故
」
が
最
も
多
く
、
そ

の
外
傷
で
あ
る
「
頭
蓋
骨
骨
折
」、

脳
の
外
傷
で
あ
る
「
脳の
う
し
ん
と
う

震
盪
」「
脳

挫
傷
」
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

後
遺
症
を
抱
え
る
こ
と
も

　

特
に
脳
の
外
傷
に
関
し
て
は
、

「
頭
蓋
内
損
傷
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
頭
蓋
内
損
傷
が
起
き
る
主

な
原
因
は
、
交
通
事
故
や
転
落
事

故
で
す
。
そ
の
際
、
頭
部
に
大
き

な
力
が
加
わ
っ
た
場
合
は
、
重
症

化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
危
険

な
外
傷
と
し
て
注
意
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

頭
蓋
内
で
出
血
す
る
も
の
に

傷
を
き
た
す
こ
と
を
、
ま
と
め
て

「
頭
部
外
傷
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

頭
部
外
傷
の
中
に
は
、
皮
膚
の

外
傷
で
あ
る
「
皮
下
血
腫
」（
い

わ
ゆ
る
「
た
ん
こ
ぶ
」）、
頭
の
骨

た
ん
こ
ぶ
も
頭
部
外
傷

　

頭
部
に
外
か
ら
の
力
が
加
わ

り
、
そ
の
程
度
に
よ
っ
て
、
頭
の

皮
膚
や
骨
（
頭ず
が
い
こ
つ

蓋
骨
）、
脳
に
損

　

頭
の
外
傷
は
、
皮
膚
が
傷
つ
く
だ
け
の
も
の
か
ら
、
頭ず
が
い
こ
つ

蓋
骨
の
骨
折
、
脳
の
損
傷

ま
で
あ
り
、最
悪
の
ケ
ー
ス
で
は
死
亡
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
特
に
「
頭
蓋
内
損
傷
」

は
重
症
化
す
る
も
の
が
多
く
、
治
療
後
も
後
遺
症
を
抱
え
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

の
割
合
は
、
約
６
割
に
も
及
ん
で

い
ま
す
。	

＊
高
次
脳
機
能
障
害
と
は

茅
ケ
崎
中
央
病
院
　
脳
神
経
外
科                         

「
頭
部
の
外
傷
は
24
時
間
Ｃ
Ｔ
可
能
な
当
院
へ！
」

取
材
協
力
／
杉
山 
誠 
部
長

頭
部
外
傷
で
は
交
通
事
故
で
の
死
亡
が
最
多

頭
に
ケ
ガ
！
緊
急
時
は
迷
わ
ず
救
急
車
を
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潜
在
患
者
数
は
増
加
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

湘南ふれあいの園 湘南東部
☎0467（57）6050

茅ヶ崎市西久保745

宿泊日：
２月１

日（火）～
28日（

月）

現在、先
着順で

ご予約
承り中

！ショート
ステイ湘南ふれ

あいの園
 湘南東

部 では…

「将来の参考に」「高齢の家族のために」
という見学を兼ねた方や、自宅介護で
「介助者が入院してしまった」などの
ご相談も、是非お寄せください。

介護付有料老人ホーム

湘南ふれあいの園 シリーズ

湘南ふれあいの園 湘南東部

昼食体験付き施設見学会
２月７日（月）～２月13日（日）

体験入居 11,000円
２月21日（月）～２月27日（日）

１泊２日３食付
夫婦２名さま料金

「失敗しない老人ホームの選び方」「失敗しない老人ホームの選び方」

2/19土14：00から
「湘南ふれあいの園」３階にて

電話ご予約
10名さま限定
電話ご予約
10名さま限定

老人ホーム選びの基礎知識や失敗
しないための予備知識などが集約
するこのセミナーは、これまで
１０００名以上の方が参加している
人気の無料イベントです。
高齢者施設の種類を知りたい方や、
現在老人ホーム探しで困っている方、
将来の参考にしたい方など、
どなたでもご参加いただけます。
※当日は施設の見学も可能です。

湘南ふれあいの園
☎0467（86）6534

ご
予
約

もあります！
セミナー
無料

寒
川
駅

寒
川
駅

茅ケ崎駅

1
市役所市役所

北口北口

新湘南BP
45

茅ヶ崎駅前

北茅ケ崎駅

文化会館文化会館

相
模
線

湘南ふれあいの園湘南ふれあいの園

湘南ふれあいの園
湘南東部
湘南ふれあいの園
湘南東部

湘南東部総合病院

茅ケ崎駅

新湘南バイパス
44

茅ヶ崎駅前

文化会館
市役所
郵便局

中央公園

1
ココ

イオン

ご夫婦限定

施設体験
キャンペーン

新年２大企画

どちらも１日１組さま限定！
完全予約制なので、

お早めにお申込みください。

湘南ふれあいの園湘南ふれあいの園湘南ふれあいの園
介護付有料老人ホーム介護付有料老人ホーム

湘南ふれあいの園

☎０467-86-6534
キャンペーンのお申込み・お問合せは…

茅ヶ崎市茅ヶ崎２ｰ２ｰ３

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　    【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

応募〆切／2月15日火

正社員募集
健康生活お役立ち新聞

◇長期勤続によるキャリア形成
　のため、若年層を積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、賞与、医療費補助制度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

編集・記者
未経験歓迎！意欲重視

募集職種

　

○
…
「
当
院
は
、
一
人
の
患

者
さ
ま
の
た
め
に
、
全
ス
タ
ッ

フ
が
も
て
る
力
を
出
し
尽
そ
う

と
す
る
姿
が
あ
り
、
診
療
科
の

垣
根
を
越
え
た
協
力
体
制
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の

下
で
、
久
し
ぶ
り
に
戻
っ
て
き

た
地
元
・
湘
南
エ
リ
ア
の
医
療

に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
、
嬉
し

く
思
い
ま
す
」。
福
島
県
の
病

院
か
ら
、
昨
年
10
月
に
着
任
し
、

大
腸
が
ん
や
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
な

ど
の
手
術
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
合
格
率
26
％
（
当
時
）

と
い
う
難
関
の
「
日
本
内
視
鏡

外
科
学
会	

技
術
認
定
医
」
の

資
格
を
も
ち
、
腹
腔
鏡
の
ほ

か
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
」
を
用
い
た
手
術
な

ど
、
こ
れ
ま
で
１
千
件
を
超
え

る
症
例
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

「
中
学
生
の
頃
に
、『
病
気
や

け
が
で
困
っ
て
い
る
人
の
力
に
な

り
た
い
』
と
発
心
し
た
の
で
す

が
、
一
方
で
『
難
し
そ
う
』
と

思
っ
て
い
た
こ
と
も
確
か
で
す
。

し
か
し
、
研
修
医
に
な
っ
た
時

に
、
自
分
の
手
先
の
器
用
さ
に

気
付
き
、『
こ
れ
を
活
か
せ
た

ら
』
と
、
外
科
の
道
に
進
み
ま

し
た
」。
話
し
方
は
明
朗
で
、「
振

り
返
る
と
、
サ
ッ
カ
ー
で
は
唯

一
、
手
を
使
う
キ
ー
パ
ー
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
し
、音
楽
で
は
、

バ
イ
オ
リ
ン
や
ド
ラ
ム
を
や
っ
て

き
た
の
で
、必
然
だ
っ
た
の
か
な
」

と
、
笑
顔
で
話
を
続
け
ま
す
。

　

○
…
常
に
目
指
し
て
い
る
こ

と
は
、「
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
医

療
」。
大
腸
が
ん
の
中
で
も
、
多

く
扱
う「
直
腸
が
ん
」で
は
、「
医

師
と
し
て
、
大
前
提
は
確
実
に

治
す
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
に
加

え
て
、
外
科
医
と
し
て
、
患
者

さ
ま
の
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な
く
す

む
よ
う
に
、
小
さ
い
傷
で
手
術

が
可
能
な
ら
、
そ
れ
を
実
施
で

き
る
よ
う
に
、
手
技
の
研
鑽
を

含
め
て
、
日
々
、
努
力
を
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
腸
の
専

門
医
と
し
て
、
肛
門
を
温
存
で

き
る
方
法
を
最
大
限
に
考
え
て

い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
そ
れ

が
叶
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

悩
み
や
不
安
な
ど
に
寄
り
添
い
、

患
者
さ
ま
に
“
伴
走
”
す
る
医

師
で
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
、
優
し
い
瞳
で
語
り
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

  

使
命
は
確
実
に
治
す
こ
と

   

「
世
界
最
高
レ
ベ
ル
」の
医
療
提
供
を

中山 祐次郎 医師
 （なかやま ゆうじろう）　　　　

湘南東部総合病院
【 外 科 】

日本外科学会 専門医
日本消化器外科学会 専門医
日本内視鏡外科学会 技術認定医（大腸）
日本ロボット外科学会 専門医
日本がん治療認定医機構 認定医
 ICD（インフェクションコントロールドクター）

茅
ケ
崎
中
央
病
院
の
現
場
の
医
師
が
お
住
ま
い
へ

茅
ヶ
崎
全
域
と
周
辺
エ
リ
ア
に
訪
問
診
療

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
で
は
、
訪
問
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
同
院
で
日
々
、
診

療
を
行
な
っ
て
い
る
現
場
の
医
師
が
、
茅
ヶ
崎
市
内
と
そ
の
周
辺
地
域
（
平
塚
市

の
一
部
ほ
か
）
の
住
ま
い
に
定
期
訪
問
し
、
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

往
診
と
の
違
い
は
「
定
期
訪
問
」

　

医
師
が
自
宅
や
入
居
施
設
な
ど

の
住
ま
い
を
訪
問
し
て
、
医
療
を

提
供
す
る
も
の
に
、【
訪
問
診
療
】

問
診
療
】
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

同
院
の
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　
︱
︱
︱
茅
ケ
崎
中
央
病
院
で
行

な
っ
て
い
る
訪
問
診
療
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　
「
往
診
と
異
な
り
、
当
院
は
訪

問
診
療
で
す
の
で
、
定
期
的
に
患

者
さ
ま
の
も
と
へ
伺
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ま
の
状
態
を
よ
く
確
認

し
、
診
療
計
画
を
立
て
て
、
月
に

何
回
と
決
め
て
訪
問
し
、
医
療
的

管
理
を
行
な
う
こ
と
が
、
柱
に
な

り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
訪
問
す
る
頻
度
は
、
ど

の
く
ら
い
な
の
で
す
か
？

　
「
訪
問
診
療
の
頻
度
は
、
患
者

と
【
往
診
】
が
あ
り
ま
す
。

　
【
訪
問
診
療
】
は
、
医
師
が
定

期
診
察
の
た
め
に
、
予
定
し
て
い

る
日
に
、
住
ま
い
へ
赴
く
も
の
で

す
。
そ
れ
に
対
し
、【
往
診
】
は
、

体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
人
の
求

め
に
応
じ
て
、
医
師
が
住
ま
い
に

行
き
、
医
療
を
施
す
も
の
で
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
の
中
心
地
に
あ
る

「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」
で
は
、【
訪

さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

　

医
師
が
定
期
的
に
診
療
し
、
薬

の
処
方
や
、
療
養
上
の
相
談
・
指

導
な
ど
、
計
画
的
に
健
康
管
理
を

行
な
っ
て
い
く
上
で
、
適
し
た
頻

度
で
お
伺
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
月
２
回
以
上
、
お
住
ま
い

を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
医
師
の
訪
問
に
は
、
車

の
迎
え
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
は
い
。
当
院
か
ら
医
師
が
、

お
住
ま
い
へ
お
伺
い
し
ま
す
。

　

当
院
の
訪
問
診
療
で
は
、
医
師

だ
け
で
な
く
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
ほ
か
、
訪
問
看
護
、
訪
問
介
護
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
、

チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
ご
自
宅
で
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
最
適
な

内
容
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

在
宅
医
療
を
ご
利
用
い
た
だ
き

な
が
ら
、
病
院
で
の
専
門
的
な
治

療
や
、
検
査
を
受
け
る
こ
と
も
可

能
で
す
」

茅ヶ崎市茅ヶ崎２‐２‐３（茅ケ崎中央病院）
TEL 0467‐86‐6530

…ご利用の流れ…

自宅療養の
ご希望者

退院後の
ケアが必要

通院が
困難な方

訪問診療の開始

訪問診療のお申込み

ご本人、ご家族のお話をお聞きし、
当院の訪問診療サービスのしくみ
などを説明いたします。

訪問診療を説明

「訪問診療担当」へお電話
ください。ご利用希望者の
状況などをお伺いします。

お電話にてご相談
TEL0467‐86‐6530

事前に調整し、予定した日
に医師がお伺いします。

※併せて、訪問看護や訪問リハビリ
　テーションのご利用をおすすめ
　しております。

担当医 山田春木 副院長 ほか

茅ケ崎中央病院
訪問診療

リニューアルした茅ケ崎中央病院

　
︱
︱
︱
訪
問
診
療
で
、
入
院
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
茅

ケ
崎
中
央
病
院
へ
別
途
、
依
頼
を

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
当
院
の
訪
問
診
療
は
、
茅
ケ

崎
中
央
病
院
直
属
の
在
宅
医
療

サ
ー
ビ
ス
で
す
の
で
、
入
院
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
は
、
当
院
の
医

師
や
ス
タ
ッ
フ
が
、
手
配
・
調
整

を
致
し
ま
す
。ご
安
心
く
だ
さ
い
」

　
︱
︱
︱
利
用
対
象
者
と
、
訪
問

対
応
地
域
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ご
利
用
対
象
者
は
、
病
院
や

ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
医
療
機
関
へ

の
通
院
が
困
難
な
方
や
、
ご
自
宅

で
の
療
養
を
希
望
さ
れ
る
方
、
退

院
後
に
自
宅
で
の
療
養
ケ
ア
が
必

要
な
方
な
ど
で
す
。

　

訪
問
対
応
地
域
は
、
茅
ヶ
崎
市

内
全
域
と
、
周
辺
地
域
（
平
塚
市

の
一
部
な
ど
）
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
当
院
（
☎︎
０
４
６

７
・
８
６
・
６
５
３
０
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
、
遠
慮
な
く
ご

質
問
く
だ
さ
い
」。		〈
取
材
協
力
〉
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＊ は応相談 社会保険完備・ユニフォーム貸与ほか【日勤】8：30～17：30【夜勤】17：00～翌9：00勤務時間 福利厚生

ふれあい鎌倉ホスピタル
https://www.fureai-g.or.jp/kamakura-hp/〒248-0012 神奈川県鎌倉市御成町9-5
☎0467-23-1111 採用担当

中川・髙須〔  　〕医療法人
大樹会

お電話またはＨＰ
からご応募ください

看護補助（看護師資格は不要）

 月
給

時 

給
1,100円
夜勤手当 17,000円／回

198,600円～291,000円
＊夜勤手当（平均4.5回）込み＊夜勤手当（平均4.5回）込み

1,500円～2,300円 
夜勤手当 24,000円～32,000円／回

295,000円～449,900円
看護師（免許保有者）

月 

給

 時
給

西口

ココ 市役所前市役所前

JR横須賀線JR横須賀線

江ノ島電鉄
江ノ島電鉄

御成通り御成通り

御成小学校御成小学校 鎌倉市役所鎌倉市役所

御成小学校前御成小学校前

駅徒歩
3分 鎌倉駅

駅西口から３分！

鎌倉駅西口
から徒歩３分   一般病棟ほか オープニングスタッフを大募集！新年度に向けて、スタッフ大募集！

今月おすすめポ
イント ふれあい鎌倉ホスピタル

▶ 新築リニューアル（昨年度）したばかりの新しい病院
▶ ２路線が通る人気の「鎌倉駅」から徒歩３分！
▶ 看護補助も募集（看護師資格は不要） Recruit Information

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。 ユニフォーム貸与

募集職種

託児所無料バス有

正社員 パート

正 パ

医
療
系
専
門

看護師・看護補助JR   江ノ電  鎌倉駅

アイコン説明

手当有

資格限定

アクセス

湘南東部クリニック予約

診療

☎ ０４６７ｰ８３ｰ９１９２
茅ケ崎市西久保１１７

脊椎・骨粗しょう症 外来
第２・４土曜日の午前・午後

 ９：００  ～１２：００　　　１４：００～１７：００午前 午後

新湘南バイパス

北茅ケ崎駅北茅ケ崎駅

1

茅ケ崎駅

相模線相模線

東海道線東海道線

中央公園中央公園

茅ケ崎中央病院茅ケ崎中央病院市役所市役所

北口北口

文化会館文化会館

茅ケ崎駅などから無料バス運行

ココ
↓

骨密度測定にDEXA法※（スマートファンビーム方式）を導入＝湘南東部クリニックにて

健康な大腿骨  （付け根）

骨粗しょう症

骨イメージ

骨イメージ

10  20  30  40  50  60  70  80  90

最大骨量
閉経（女性）

骨
量

（歳）

大

小

脳血管疾患

高齢による
衰弱

関節疾患

心疾患

その他
認知症
18.7％

15.1％

13.8％

10.2％

4.7％

12.5％骨折・転倒

骨量の年齢変化

介護が必要になった原因 調査対象：65歳以上の
要介護者（厚労省2016年）

「骨粗鬆症の予防と治療
ガイドライン2015年版」より

潜
在
患
者
数
は
増
加
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

が
る
に
つ
れ
て
減
少
し
て
い
く
た

め
、
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、

骨
粗
し
ょ
う
症
の
推
定
患
者
数

は
、
約
１
３
０
０
万
人
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
日
本
骨
粗
鬆
症
学
会
等

「
骨
粗
鬆
症
の
予
防
と
治
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
２
０
１
５
年
版
」）。

　

し
か
し
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
診

断
や
、
予
防
、
治
療
を
行
な
っ
て

い
な
い
人
が
大
半
を
占
め
、
さ
ら

に
直
近
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
っ
て
高

齢
者
の
行
動
が
制
限
さ
れ
、
医
療

機
関
へ
の
受
診
機
会
が
減
っ
た

今
、
ま
す
ま
す
骨
粗
し
ょ
う
症
の

人
が
多
く
、
中
で
も
70
歳
以
上
で

は
、
大
腿
骨
の
近
位
部
（
足
の
付

け
根
や
股
関
節
の
骨
）
を
骨
折
す

る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

骨
折
と
い
う
け
が
は
、〈
痛
み
〉

の
ほ
か
に
、
体
を
自
由
に
動
か
せ

な
い
こ
と
に
よ
る
〈
筋
力
低
下
〉

や
、〈
褥
瘡
（
床
ず
れ
）〉
が
起
き

た
り
、〈
肺
炎
〉
を
併
発
し
、
さ

ら
に
は
〈
寝
た
き
り
〉
の
状
態
に

な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
を
含
ん
で

い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
資
料
で

は
、
介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
と

し
て
、「
骨
折
・
転
倒
」
が
４
番

目
に
上
が
っ
て
い
ま
す
＝
右

円
グ
ラ
フ
。

骨
の
質
が
大
き
く
関
係

　

簡
単
に
骨
が
折
れ
て
し
ま

う
要
因
に
は
、
単
な
る
動
作

の
老
化
だ
け
で
な
く
、
骨
量

が
減
っ
て
骨
が
弱
く
な
る

【
骨
粗
し
ょ
う
症
】
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
骨
が
ス
カ
ス
カ

の
状
態
に
な
り
、
密
度
が
低

下
し
、
少
し
の
衝
撃
で
折
れ

て
し
ま
う
骨
の
病
気
で
す
。

人
間
の
骨
量
は
、
20
代
～
30

代
を
ピ
ー
ク
に
、
年
齢
が
上

老
化
で
順
応
し
き
れ
な
い

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
高
齢
者

に
起
き
る
事
故
の
約
８
割
を
占
め

て
い
る
の
が
「
転
倒
」
で
す
（「
東

京
消
防
庁
」
防
災
部
資
料
よ
り
）。

　

自
分
で
思
っ
て
い
る
よ
り
も
、

加
齢
に
よ
っ
て
身
体
機
能
が
低
下

し
、
運
動
能
力
が
衰
え
て
い
る
こ

と
に
気
付
か
ず
に
起
こ
っ
て
し
ま

い
が
ち
な
事
故
で
す
。
例
え
ば
、

「
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
に
つ
ま
ず

い
て
、
転
ん
で
し
ま
っ
た
」
な
ど

は
、
自
分
を
取
り
巻
く
生
活
環
境

に
、
運
動
能
力
が
順
応
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
現
れ
で
す
。
特
に
、

今
の
寒
い
時
季
は
、
厚
着
で
い
つ

も
よ
り
も
動
き
に
く
く
、
筋
肉
も

鈍
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
転
倒
事
故
が
増
え
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
転
ん
で
す
ぐ
折
れ
る

　

転
倒
で
は
、
足
の
最
も
太
い
骨

の
「
大
腿
骨
」
に
、
け
が
を
す
る

　

湘
南
東
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
転
倒
に
よ
る
骨
折
を
防
い
だ
り
、
骨
の
強
化
、

ま
た
は
腰
痛
の
診
察
な
ど
を
専
門
的
に
行
な
う
「
脊
椎
・
骨
粗
し
ょ
う
症
外
来
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
骨
密
度
の
測
定
は
、最
先
端
の
機
器
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

厚
着
の
冬
は
転
倒
リ
ス
ク
増

ス
カ
ス
カ
な
骨
に
よ
る
骨
折
を
防
ぐ

「
脊
椎
・骨
粗
し
ょ
う
症
」外
来
開
設
！

湘
南
東
部
ク
リ
ニ
ッ
ク

特 集

　
湘
南
東
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

　
　
自
分
の
骨
密
度
を
知
ろ
う
！

　

骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
る
骨
折
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、
骨
の
状
態

を
病
院
で
し
っ
か
り
と
診
て
も
ら

い
、
的
確
な
診
断
と
早
期
発
見
、

処
置
が
必
要
で
す
。
湘
南
東
部
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
「
脊
椎
・
骨
粗
し
ょ

う
症
外
来
」
で
は
、
Ｘ
線
に
よ
る

骨
密
度
検
査
＝
左
上
写
真
＝
で
診

断
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
検

査
で
は
、
若
年
成
人
の
骨
密
度

の
平
均
値
（
100
％
）
と
比
較
し
、

70
％
未
満
の
場
合
が
、
骨
粗
し
ょ

う
症
と
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
骨
粗
し
ょ
う
症
は
脊
椎

の
圧
迫
骨
折
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
多
い
の
で
、
同
外
来
で
は
、
腰

痛
が
な
か
な
か
治
ら
な
い
人
な
ど

も
、
受
診
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

湘
南
東
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ス

タ
ッ
フ
は
、「
骨
の
心
配
や
、
骨

折
予
防
、
腰
痛
な
ど
は
、『
脊
椎
・

骨
粗
し
ょ
う
症
外
来
』
に
、
お
気

兼
ね
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

※DEXA法（Dual-Energy X-ray Absorptiometry法）※DEXA法（Dual-Energy X-ray Absorptiometry法）
　     …対象の部位に2種類のX 線を照射して骨密度を　     …対象の部位に2種類のX 線を照射して骨密度を
　　　  測定。 迅速・高精度・低被ばくの測定方法。　　　  測定。 迅速・高精度・低被ばくの測定方法。

こんな
症状は

体を動かすことが少ない
天気の良い日でも、あまり外に出ない
最近、背が縮んだような気がする
背中が丸くなり、腰が曲がってきた気がする
ちょっとしたことで骨折した
消化管の手術をした、または糖尿病である
閉経した（女性）／７０歳以上である（男性）

骨粗しょう症 が始まっているかも
⁉

専門外来で検査を！
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ご視聴の際は、事前に必ずお申込みを

右のQRコードを読取ると
申込みページが表示されます →

Zoom配信で行なう講座です。
事前に当院ホームページから
お申込みください。

※申込締切は、２月21日月11：00です。

湘南さくら病院
☎0467-54-2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾１８３３

お問合せ

　年を重ねていくにつれて、眠りが浅くなっ
ていく傾向にあります。誰にでも、「眠り」の
悩みはあるものです。では、「良い睡眠」と
は、どのようなものなのでしょうか。今回は、
「眠り」について解説します。眠りと上手に
付き合っていきましょう。

よい眠りとは ～眠れないときのために～

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

z
２月22日（火）14：00から日 時

講 師
湘南さくら病院
      　　精神科 　大須賀 康高 医師

事前予約制のオンライン講座です

ご視聴には、事前に当院の
ホームページから
お申込みが必要です。

ご不明点は、お気軽に
お電話でお問合せください。ふれあい平塚ホスピタル

☎0463-22-4105（代表）
平塚市袖ヶ浜１ｰ12

お問合せ

　糖尿病は、初期の段階では自覚症状が
ほとんどありませんが、体の中では、血管や
神経が少しずつ損なわれ続けています。
そして、さまざまな合併症が現れます。今
回は、糖尿病の合併症について、当院の
兼坂茂副院長が解説します。

糖尿病の合併症

オンラインオンライン
 医学講座

自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意 視聴無料視聴無料
２月24日（木）15：00から日 時

講 師
ふれあい平塚ホスピタル
　　  循環器内科・総合診療科   兼坂 茂 副院長

湘
南
地
域
に
も
発
生

　

ウ
イ
ル
ス
性
の
食
中
毒
に
ご
注
意
を
！

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

新
設
！
地
域
性
に
フィッ
ト
し
た　
の
専
門
外
来

鎌
倉
に
特
化
し
た
外
来
も

　

同
院
の
平
田
敏
樹
院
長
は
、
次

の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
特
定
の
症
状
や
病
気
に
つ
い

て
、
当
院
に
は
専
門
知
識
を
も
つ

医
師
が
お
り
、
そ
れ
を
活
か
し
た

診
断
や
治
療
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
、【
地
域
専
門
外
来
】

で
は
、
鎌
倉
エ
リ
ア
の
特
色
を
活

か
し
、
高
齢
の
方
が
抱
え
て
い
る

日
常
的
な
身
体
不
安
や
、
体
調
不

良
、
あ
る
い
は
、
病
状
が
安
定
し

て
い
る
患
者
さ
ま
の
生
活
に
つ
い

て
の
ご
相
談
、
薬
の
処
方
な
ど
、

幅
広
い
内
容
に
対
応
し
て
い
く
地

域
に
密
着
し
た
外
来
で
す
。

　

従
来
の
一
般
診
療
科
に
加
え
、

新
た
に
10
の
専
門
外
来
を
設
置

し
、
ご
来
院
い
た
だ
い
て
い
る
患

者
さ
ま
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ご
来

院
い
た
だ
く
受
診
者
さ
ま
に
、
さ

ら
な
る
“
最
適
な
医
療
”
を
提
供

い
た
し
ま
す
。
是
非
、
当
院
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
」。　
〈
取
材
協
力
〉

【
整
形
外
科
】
を
は
じ
め
と
す
る

一
般
診
療
科
に
加
え
て
、
地
域
の

医
療
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
外
来
に

細
分
化
し
、
新
た
に
、
10
の
専
門

外
来
を
設
け
る
こ
と
で
、
来
院
者

そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
合
わ
せ
た
診

療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
駅
西
口
か
ら
徒
歩
３
分
に

あ
る
地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
鎌
倉

ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
昨
年
秋
、

外
来
診
療
の
さ
ら
な
る
充
実
化
の

た
め
に
、
各
種
の
専
門
外
来
を
新

設
し
ま
し
た
＝
左
に
診
療
表
。

　

こ
れ
ま
で
の
【
内
科
】【
外
科
】

　
「
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
新
し

い
専
門
外
来
を
ス
タ
ー
ト
し
、
き
め
細
か
い
体
制

に
よ
っ
て
診
療
内
容
を
充
実
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

み
、
中
で
も
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、

感
染
力
が
強
い
の
で
、
感
染
拡
大

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

対
策
で
、
多
く
の
家
庭
や
店
舗
な

ど
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
が
備

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
ア
ル
コ
ー
ル
の
効
果
は
期
待

で
き
ま
せ
ん
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
に
は
、

せ
っ
け
ん
を
使
っ
た
手
洗
い
で
予

防
し
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で

す
。正
し
い
手
洗
い
を
心
掛
け
て
、

冬
の
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

食
中
毒
は
、
主
に
食
事
を
通
し

て
、
体
の
消
化
器
に
異
常
を
起
こ

し
ま
す
。
症
状
に
は
、
下
痢
や
嘔

吐
な
ど
が
あ
り
、
脱
水
症
状
を
起

こ
す
と
、
高
齢
者
や
子
ど
も

は
、
感
染
性
胃
腸
炎
を
重
症

化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

強
い
感
染
力
を
も
つ「
ノ
ロ
」

　

特
に
、
今
の
時
季
に
多
い

の
は
、「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」

に
よ
る
食
中
毒
で
す
。
ウ
イ

ル
ス
性
食
中
毒
は
、
冬
を
好

　
「
食
中
毒
」
と
い
え
ば
、
夏
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
冬
の

発
生
数
は
意
外
と
多
く
、
今
の
季

節
も
注
意
が
必
要
で
す
。

30人
66人
23人
64人
42人
  2人

0人
0人
0人
0人
0人
0人

1人
0人
0人
1人
0人
0人

  4人
14人
  0人
  8人
  0人
  0人

鎌倉
藤沢
茅ケ崎
平塚
横須賀
三崎

感染性
胃腸炎

インフル
エンザ

手足口
病

RSウイルス
感染症

神奈川県内 エリア別報告数
2021年12月６日～12月12日（第49週） ＊保健所別

*

神奈川県衛生研究所HPより湘南地域周辺を抜粋

月 火 水 木 金 土

呼吸器
胃疾患
便通障害
乳腺・甲状腺
血液
漢方
リウマチ
膝

骨粗鬆症

地域外来

午後診療
14：00～17：00

ふれあい鎌倉ホスピタル
鎌倉市御成町９‐５

 ☎ 0467‐23‐1111

※午前診療

※午前診療

西口

江ノ島電鉄
江ノ島電鉄

鎌倉駅

市役所前

JR横須賀線JR横須賀線

市役所前

御成通り御成通り

ココ駅徒歩
3分

ふれあい鎌倉ホスピタル

専門外来 診療表

詳しくは
こちらから！

平田敏樹院長
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心
不
全
の
死
亡
者
数
が
全
国
第
１
位

医
療
対
策
が
喫
緊
の
課
題
に

「
お
か
し
い
」と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
受
診
を

心
不
全
は
早
期
発
見
・
治
療
が
肝
心
！

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
谷
保
直
仁 
医
師

初
診
で
も
特
別
料
金
な
し

　
︱
︱
︱
先
生
が
い
る
「
ふ
れ
あ

い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
、
心
臓

の
診
察
を
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で

き
ま
す
か
？

　
（
谷
保
直
仁
医
師
）「
は
い
。
当

院
は
、
初
診
の
方
で
も
特
別
料
金

な
し
で
受
診
で
き
、
胸
部
Ｘ
線
検

査
、
心
電
図
検
査
、
血
液
検
査
、

心
臓
超
音
波
検
査
が
可
能
で
す
。

　

診
察
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
高
度

な
専
門
治
療
が
必
要
に
な
る
場
合

に
は
、
適
切
な
医
療
機
関
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
当
院
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
」。

〈
取
材
協
力
〉

　
医
療
法
人
社
団　
健
齢
会

　
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
☎
０
４
６
３・２
２・４
１
０
５

　
平
塚
市
袖
ヶ
浜
１
の
12

〈
同
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
〉

　
JR
平
塚
駅
南
口
か
ら
徒
歩
12
分

　

︱
︱
︱
心
不
全
で
怖
い
の
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

　
（
谷
保
直
仁
医
師
）「
初
期
に
は

自
覚
症
状
が
な
く
、
気
付
い
た
時

に
は
、
重
篤
な
状
態
に
ま
で
悪
化

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
心

不
全
は
、
不
整
脈
や
心
筋
梗
塞
、

高
血
圧
、弁
膜
症
、心
筋
症
と
い
っ

た
、
あ
ら
ゆ
る
心
臓
疾
患
の
終
末

像
と
い
え
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、『
今
ま
で
と
違
う

気
が
す
る
』『
体
調
が
お
か
し
い
』

と
感
じ
た
時
点
で
、
受
診
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
」

室
か
ら
全
身
に
血
液
を
送
り
出
せ

な
く
な
る
こ
と
で
生
じ
ま
す
。
左

室
よ
り
も
上
流
に
あ
た
る
肺
で
血

流
が
滞
り
、
呼
吸
困
難
や
血
圧
低

下
、
喀
血
と
い
っ
た
症
状
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

　

一
方
、『
右
心
不
全
』
は
、
右

室
か
ら
肺
に
血
液
を
送
り
出
す
力

が
弱
ま
る
こ
と
で
生
じ
ま
す
。
静

脈
の
血
液
が
渋
滞
し
、
足
や
顔
、

内
臓
な
ど
に
浮
腫
を
起
こ
し
ま

す
」

あ
ら
ゆ
る
心
臓
疾
患
の“
終
末
像
”

　
︱
︱
︱
心
不
全
と
い
う
病
気
に

は
、
種
類
が
あ
る
と
聞
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
（
谷
保
直
仁
医
師
）「
心
不
全
は
、

原
因
と
な
る
心
臓
の
部
位
に
よ
っ

て
、『
左
心
不
全
』
と
『
右
心
不
全
』

に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　
『
左
心
不
全
』
は
、
心
臓
の
左

　

国
内
で
患
者
数
が
増
え
続
け
て
い
る
「
心
不
全
」。
こ
の
病
気
の
特
徴
と
症
状

に
つ
い
て
、
平
塚
市
袖
ヶ
浜
に
あ
る
地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」

で
循
環
器
を
専
門
と
し
て
い
る
谷
保
直
仁
医
師
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

超
高
齢
化
で
患
者
が
急
増

　

日
本
で
は
、
超
高
齢
化
に
と
も

な
い
、
心
不
全
の
患
者
数
が
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
近

年
の
こ
の
状
態
は
、「
心
不
全
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
は
、

本
来
は
、
感
染
症
患
者
の
増
加
を

指
す
言
葉
で
す
。
心
不
全
は
、
当

然
、
人
か
ら
人
へ
感
染
し
て
増
え

る
心
臓
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ま
る
で
感
染
症
の

よ
う
に
、
患
者
数
が
増
加
し
続
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
言
葉
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
、心
不
全
の
予
防
と
、

治
療
に
よ
る
再
発
の
防
止
が
、
医

療
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
健
康
診
断
な
ど
で
心

臓
に
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
り
、
体

の
不
調
が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に

医
療
機
関
に
か
か
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

こ
の
う
ち
、
神
奈
川
県
の
死
亡

者
数
は
、
６
７
６
３
人
（
男
性

３
４
９
６
人
、女
性
３
２
６
７
人
）

で
あ
り
、
東
京
都
を
上
回
っ
て
、

全
国
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
＝
左

表
。

命
を
縮
め
る
病
気
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
「
人

口
動
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
２
０

２
０
年
に
国
内
で
心
不
全
が
原
因

で
死
亡
し
た
人
の
数
は
、
８
万
４

０
８
５
人
で
し
た
。

東
京
都
を
抜
い
て
最
多
に

　
「
心
不
全
」
と
は
、
心
臓
が
悪

い
た
め
に
、
息
切
れ
や
む
く
み
が

起
こ
り
、
だ
ん
だ
ん
悪
化
し
て
生

　

心
不
全
の
増
加
が
、
日
本
医
療
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
患
者
数
の

増
加
は
、「
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
り
、
２
０
２
０
年

の
神
奈
川
県
の
心
不
全
死
亡
者
数
は
、
全
国
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

全 国

神奈川県

東京都

大阪府

北海道

兵庫県

男 女

死亡者 総数

神奈川県

84,085人

6,763人

33,883人

3,496人 3,267人

5,914人

2,377人 3,537人

5,416人

2,141人 3,275人

4,455人

1,752人 2,703人

3,969人

1,564人 2,405人

50,202人

心不全による死亡者

厚生労働省による「人口動態調査」
人口動態統計（2020年）から作成

上位５つの都道府県を掲載

ふれあい平塚ホスピタル
循環器内科

谷保 直仁 医師

神奈川県 
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